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ミニコミ紙「おらほ」での
地域安全ニュース掲載

秋田県読売会

実施期間
平成17年4月～
実施地域
秋田県全域
活動概要
秋田県読売会は平成 16年に読

売防犯協力会を設立し、防犯講習
会の開催、小学校への防犯グッズ
寄贈など防犯活動に取り組んでい
る。
その活動の一環として、ミニコ

ミ紙「おらほ」を作成、17年4月か
ら県内全域に毎月2回配布（約4万
部）し、県内各警察署から提供さ
れた振込詐欺防止、飲酒運転禁止
など地域の安全情報を掲載してい
る。

18年 1月には秋田中央署長より
感謝状を授与されるなど、地域に
根ざした防犯活動が評価されてい
る。

＊
秋田県読売会＝秋田県全域の読売新聞
系統の 30販売所で組織。木内了（きの
うち・さとる）会長。

◉

◉

◉

ミニコミ紙「おらほ」　平成18年1月15日付（第7号）

ミニコミ紙「miniおらほ」県中版
平成21年9月30日付（第52号）

ミニコミ紙「miniおらほ」県南版
平成21年9月30日付（第33号）

ミニコミ紙「miniおらほ」県北版
平成21年9月30日付（第30号）

新聞折り込みによる地域安全の呼び掛け
地域に根ざした防犯活動
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ベッドスクールへの寄付活動

有限会社谷津新聞店 社長・河北新報白
しろ

石
いし

販売所 所長　谷津芳男

実施期間
昭和54年以前～平成21年3月
実施地域
宮城県白

しろ

石
いし

市・公立刈田綜合病
院（分校）
活動概要
宮城県白石市の谷津新聞店社
長・河北新報白石販売所所長の谷
津芳男さんは、公立刈田総合病院
分校に対し 30年以上にわたり、1

か月3,000円の寄付を行ってきた。
病院内での新聞販売のお礼とい

うことで、1日の売り上げから100

円を寄付し始めたのがきっかけ。
寄付金はクリスマスツリーの作成
や発表会の費用として長年活用さ
れ、分校で学ぶ子どもたちの情操
教育に役立てられた。今年 3月を
最後に病院分校の生徒がいなくな
り、分校から寄付の辞退とともに
感謝状の贈呈があった。

＊
谷津芳男（やつ・よしお）

◉

◉

◉

感謝状（平成21年3月11日））

平成13年クリスマス会の様子

子どもたちの手作りカレンダー（平成14年）

病院分校創立50周年の記念品が贈られた

受賞者の寄付金などで病院分校が購入した書籍

病院分校の生徒がいなくなるまで
30年以上にわたる寄付活動
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「もういちど活かそう限りある資源」
フリーマーケット
埼玉県連合読売会

実施期間
平成3年～
実施地域
埼玉県全域
活動概要
埼玉県連合読売会は「もういち

ど活かそう限りある資源」をテー
マに、地域住民によるフリーマー
ケットを平成 3年から開催してい
る。
フリーマーケットは毎年 1回開
催し、今年5月の開催で19回目を
迎えた。出店数は 1,000店、来場
者数は 20万人を超え、日本最大
規模のフリーマーケットといえる。
日用品や衣類、玩具などを格安で
販売する店のほか飲食、企業、福
祉関係のブースなども数多く出店
しており、リサイクル活動に貢献
している。

＊
埼玉県連合読売会＝埼玉県全域の読売
新聞系統の 6読売会 233販売所の連盟。
山畑儀雄（やまはた・よしお）会長（よ
みうりリサイクルカーニバル in所沢運営
委員会）

◉

◉

◉

読売新聞　平成21年5月19日付

読売新聞　平成21年5月18日付

地域住民による
国内最大級のフリーマーケット開催
リサイクル意識の向上に貢献

■ 第19回よみうりリサイクルカーニバル in所沢のにぎわい（平成21年5月17日）
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「なかよし運動会」への支援
（特別支援学級および学校の運動会）

毎日新聞望月新聞店 店主　望月博征

実施期間
昭和51年～
実施地域
静岡県富士市、富士宮市、芝川

町
活動概要
富士市の毎日新聞望月新聞店店
主・望月博征さんは昭和 51年か
ら、特別支援学級の運動会「なか
よし運動会」へ参加賞や記念品の
提供を続けている。
この運動会は、静岡県富士市、
富士宮市、芝川町の 2市 1町の特
別支援学校、学級が合同で行うも
ので、望月さんは児童・生徒約300

人に参加賞として文房具などを贈
っている。また、富士市内のすべ
ての特別支援学級には、イベント
用のテントも寄贈した。
この活動に対し、平成 8年には
富士市から地域社会貢献者褒賞
（社会福祉活動）、20年には実施地
域の 2市 1町の市教育長から感謝
状が贈られた。

＊
望月博征（もちづき・ひろゆき）

◉

◉

◉

■運動会提供商品

2004年10月 チャーミーキティ　ミニバッグ 270個

2005年10月 スヌーピー　ブランケット 250個

2006年10月 スヌーピー　モーニングセット 270個

2007年10月 スヌーピー　マグカップ2個セット 300個

アルミウォーターボトル 300個

2008年10月 キャラクター　消しゴム付鉛筆 300個

クマのプーさん文具セット 300個

※2003年以前は資料がそろいませんでした。

■  特別支援学級の運動会 
「なかよし運動会」の様子

長年にわたる特別支援教育に尽力
特別支援学級の運動会へ参加賞など寄贈
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警察と協力し、地域に根ざした防犯活動

全国読売防犯協力会

実施期間
平成15年6月～
実施地域
全国
活動概要
全国読売防犯協力会は販売所の

業務の一環として各地域の警察や
自治体と連携し、安全で安心でき
る町づくりのため、全国的な防犯
活動に取り組んでいる。
平成 15年に東京 23区で協力会

が発足、翌 16年には 47の都道府
県にネットワークが広がり、全国
組織となった。地域での活動は、
防犯セミナーの開催や防犯パトロ
ールをはじめ、防犯チラシの配布、
児童へ防犯グッズの寄贈など多岐
にわたる。17年11月には警察庁生
活安全局長から感謝状、また各都
道府県の警察署から多数の感謝状
を授与されている。

＊
全国読売防犯協力会＝全国の読売新聞
系統の約 7,000の販売所で組織。八木
高夫（やぎ・たかお）会長。

◉

◉

◉

■ 全国読売防犯協力会の歩み

2003年 2月 読売新聞の「治安再生」企画スタート
6月 東京23区と多摩で読売防犯協力会が発足
9月 46都道府県で協力会のネットワークが完成

10月 「こども110番の家」の登録ほぼ完了
2004年 7月 全国読売防犯協力会が発足
2005年 11月 警察との「防犯覚書」の締結始まる（第1号は高知県警）

12月 警察庁生活安全局長から感謝状を授与される
2006年 6月 販売企画調査部に地域貢献課を新設、協力会事務局とする

10月 46都道府県警と防犯協定・覚書締結完了
2007年 1月 「名探偵コナン」子ども防犯プロジェクトと協力

7月 協力会HP「ぼうはん日本」開設
2008年 6月 沖縄県警と防犯協定締結（47都道府県と締結完了）

12月 年間防犯セミナー開催数80回
2009年 3月 体験型情報モラルセミナー開催

6月 防犯リーフレット発行部数1億7000万部を突破

■ 活動内容

① 全国7000YC「こども110番の家」の全加入
② 警察と協力して防犯情報発信（ミニコミ紙や防犯チラシを作成・折り込み）
③ 全国警察との「防犯覚書」締結（2008/06、47都道府県完了）
④ 各地にて防犯パトロール隊の結成
⑤ 新入学児童等への防犯グッズの寄贈（防犯ブザーだけでも47万2000個実績）
⑥ 防犯リーフレット作成・発行（32号1億6700万部）
⑦ 防犯セミナー・教室を開催（実績155回）
⑧ 協力会HP「ぼうはん日本」を2007/07に開設、犯罪事例や防犯実践編・公論などを掲載
して啓蒙活動実施、また全国民間防犯組織のリンク集を掲載

⑨ 防犯川柳コンテストを実施（2005年～、現在第5回募集中）
⑩ 高齢者の声かけ、子どもへの見守り運動の実施

■ 全国読売防犯協力会の歩み

全国読売防犯協力会（Y防協）

大阪本社管内協力会

各県協力会

西部本社管内協力会

各県協力会

東京本社管内協力会

各県（地区）協力会

（本・支店計7000店）

■ 協力会発足の背景

2003年当時
◇凶悪犯罪の多発
◇地域の防犯力の低下
◇警察の民間との連携模索
◇新聞販売店の地域貢献実績と地元への
密着性

■ 協力会設立の狙い

◇「防犯は販売店業務の一環」と明確に位
置づけ、所長・従業員の意識を高める

◇警察・自治体など外部との窓口を一本化
し、連携を強化する

◇販売店の足並みをそろえ、本格的な防犯
活動を広範に展開する

「YC防犯活動実例集Ⅵ」　平成18年7月1日発行（読売新聞販売局発行）

■ イベント会場や街頭配布で広報活動を実施

茅ヶ崎駅前で防犯広報活動を行うYC所長ら 自転車用補助錠を来場者に配布（西新井にて）

成田ゆめ牧場で子ども向け防犯チラシを配布

■ 防犯パトロール隊結成

YCから家庭に届けた防犯リーフレットは、（33種類）累計で……1億7000万枚超

2008年6月12日には、沖縄県警と防犯協定を結び、全
47都道府県の警察と締結！

地域の警察署と協力
して防犯活動を推進

新聞販売所のネットワークを生かした
全国規模の防犯活動


